
万が一のとき、
大切な家族を守るために
何ができるでしょうか。

　3月11日に発生した東日本大震災は、私たちが今まで経験したことのないような、多くの被害をも

たらしました。避難する方々の様子や、被害の状況は報道される中、私たちの心を強くとらえたの

は、海を漂流していた犬の映像でした。助け出された瞬間、みなが胸をなでおろし、助かったその

子の命と飼い主さんとの再会を喜びました。

　しかしその一方で、この震災で命を落とした多くの犬や猫たちがいます。

　飼い主さんとともに一頭でも多くの犬、猫がしあわせになって欲しい、と日頃私たちは願って　飼い主さんとともに一頭でも多くの犬、猫がしあわせになって欲しい、と日頃私たちは願ってい

ます。その私たちが震災後、今やらなければいけないことは何かを考えました。大切な命を守って

いくためにできること、必要なことは何なのか。ぜひ、ペピイを読んでおられる全国の飼い主さん

も一緒に考えていただきたいと思います。

　そのためにも自分たちの目で、震災後の被災地で飼い主さんたちや犬、猫がどういう状況にある

のかを知ろうと、宮城県の施設を訪れてきました。

Case1
飼い主を失った被災動物の
新たな出会いへの架け橋となる

仙台市被災動物救護対策本部（仙台市動物管理センター）

震災によって変化した管理センターの仕事　

仙台市の被災動物のための対策本部が置かれている動物管理センターでは、亀田由香利獣医師

の案内で、施設を見学しました。

　センターには、負傷した犬や猫、子猫のケージが並ぶ治療室、大・中・小型犬舎、猫舎など

が並んでいます。広い庭もあってペットたちを散歩させることもできます。

　震災直後から、飼い主を失った被災動物がたくさん運びこまれましたが、幸い管理センタ　震災直後から、飼い主を失った被災動物がたくさん運びこまれましたが、幸い管理センター

は津波の被害を受けなかったため、100％対応できたそうです。また、飼えなくなったペット

の一時預かりを実施し、全国から届いた救護物資を配布するなど被災した飼い主さんの支援が

でき、センターとして新たな役割を果たすことができたそうです。

　ロビーには手書きの失踪犬・失踪猫のリストが貼られ、日付順に書かれた番号はそれぞれ

247番、135番までありました。しかし飼い主が見つかって赤い線で消されている番号は、多く

はありません。

　「これまで保護された犬は60頭余り。その70％は、元の飼い主に返還できています。返還　「これまで保護された犬は60頭余り。その70％は、元の飼い主に返還できています。返還さ

れなかった子たちは、譲渡会で新しい飼い主と出会います。」

新しい飼い主と出会うペットたち　

「譲渡会」とは、保護されたり、飼い主が飼えなくなった被災動物と、それをわかった上で飼

いたいと申し出た人とのお見合いの場です。第1回目は、168名の方が集まり、29頭の内、19頭

が新しい飼い主に引き取られました。第2回目は16頭の内、15頭が引き取られています。

　「津波で1人暮らしの高齢の飼い主を亡くした18歳のマルチーズは。ぽつんとひとり家に　「津波で1人暮らしの高齢の飼い主を亡くした18歳のマルチーズは。ぽつんとひとり家に残

されていました。保護当日は衰弱していましたが順調に回復し、歩けるようになりました。譲

渡会で、そんな事情をわかっていただいた仙台市の方に引き取られた例もありますよ。」

「今までここに連れてこられる、負傷した動物の大部分は交通事故でした。被災後に多くなっ

たのは骨折や衰弱ですね。犬・猫の元気を取り戻し、健康チェックをして、できる限り健康な

状態で新しい飼い主に渡すのが大きな仕事になっています。現在は譲渡会も迫っていて犬30

頭、猫20頭が保護されています。」

「人の命も大事だけど、地球上に住む同じ命なんだから、多くの方の力によってセンターで「人の命も大事だけど、地球上に住む同じ命なんだから、多くの方の力によってセンターでの

処分がなくなっていくのはうれしいですね。」

　失われた命と同じくらい、いえ、それ以上の救われる命があるように願っています。



石巻動物救護センター（取材当時）

移転し新しくなった石巻動物救護センター移転し新しくなった石巻動物救護センター

仙台市被災動物救護対策本部仙台市被災動物救護対策本部

宮城県内では被災直後から各地域での被災
動物の保護、また特に石巻地区においては
飼い主の事情による一時預かりを行ってい
ます。

宮城県内では被災直後から各地域での被災
動物の保護、また特に石巻地区においては
飼い主の事情による一時預かりを行ってい
ます。

被災犬を抱き上げる管理

センターの亀田由香利先

生。

動物病院や個人で保護された被災動物のリストが、手書きで貼り出されている。



壁には「ペットを救って」というたくさんの応援メッセー

ジが貼り出されていました。神戸からは阪神大震災の時に

助けていただいたお礼が届いていました。他にも、グリー

ンチムニーズ（虐待を受けた子どもたちなどをアニマルセ

ラピーで長期療養するアメリカの施設）など、さまざまな

団体・個人からメッセージが寄せられていました。

「譲渡会」で新しいオーナーとなった人たちからのお礼の

手紙

平野さやかさん
宮城県岩沼市在住
　センターのボランティアをしています。
「3年前に管理センターから成犬を譲り受けま「3年前に管理センターから成犬を譲り受けまし
た。”福”と名付けたんですよ。その縁でボラン
ティア活動に参加しています。今は子猫のお世話
担当です。」
　震災直後にツイッターやインターネットで管理
センターの情報を提供しました。

高橋亜弓さん
仙台市在住
　大地震では幸いにも、ほれほど大きな被害を受
けませんでした。
　「インターネットで管理センターのことを知　「インターネットで管理センターのことを知り
ました。ペットショップよりこちらから譲っても
らった方が、少しは被災された方々に役立つかな
と思って、母と猫を見に来ました」



保護されていた猫

Case2
「被災したペットと飼い主を救いたい」
自らも被災した石巻の獣医師たちが協力して立ち上げた

宮城県獣医師会石巻支部・石巻獣医師会
石巻動物救護センター
1週間の救護協定では終われないと設立　

石巻獣医師会は、2010年9月に、石巻市と「被害が起こった場合、被災した飼い主からペット

を1週間保護する」という救護協定を結んだばかりでした。石巻の獣医師は自らも被災した

中、震災発生直後から避難所をまわり、ペットの保護や救護に当たってきました。

　救護協定の1週間が過ぎましたが、とてもこのままでは終われないと、「石巻動物救護セ　救護協定の1週間が過ぎましたが、とてもこのままでは終われないと、「石巻動物救護セン

ター」を3月22日に立ち上げました。会員獣医師10名のうち、毎日2名ずつ常駐し、ペットの治

療や診察を行っていました。

　取材時の6月には、石巻浄化センターの敷地の中に（7月上旬に石巻市蛇田字新刈場143-3　取材時の6月には、石巻浄化センターの敷地の中に（7月上旬に石巻市蛇田字新刈場143-3地

先へ移転）、プレハブの事務所やテントが十数棟並んでいました。それぞれ本部、援助物資の

倉庫、犬舎、猫舎などに使用されています。救護センターにはインフラ担当、犬舎・猫舎担

当、動物管理、広報、炊き出し、医薬品処分などの部署があり、それぞれの担当者が、日々訪

れボランティアたちに指示を出して全体を運営しています。

　当初から救護センターに関わってきた遠藤晃先生は語ります。

　「石巻市との救護協定もできてはいました。しかし場所をどこにするかなどの具体的な計　「石巻市との救護協定もできてはいました。しかし場所をどこにするかなどの具体的な計画

はなかったので、非常に苦労しました。事前に決めておけば、スタートがもっと早くできただ

ろうと思います。」

　「今後、仮設住宅ができて、被災者がペットを引き取り、避難所から移った時に、このセン

ターも状況が変わっていくのでは。」

　救護センター全体で6月9日現在、犬約70頭、猫約50頭を保護しています。その内20％は飼　救護センター全体で6月9日現在、犬約70頭、猫約50頭を保護しています。その内20％は飼い

主がみつからずに保護、残りは被災者から預かっています。被災者がペットと一緒に暮らせる

環境ができれば、引き渡すことになります。



被災地へ駆けつけたたくさんのボランティア

3月11日の被災直後から、多くの獣医師やトリマー、そして一般の方がボランティアとしてセ

ンターへ訪れています。

　大阪から駆けつけた三代川祥也獣医師は、約1ヶ月間、石巻救護センターの中心的な存在と

して活動してきました。

　「（ボランティア期間は）長かったような短かったような、でも充実した毎日でした。助　「（ボランティア期間は）長かったような短かったような、でも充実した毎日でした。助け

られた命より失った命の方が多いかもしれませんが、獣医師という立場で、石巻の方々の力に

なれた事は生涯の思い出になると思います。獣医師になって本当によかったと、心から思えた

日々でした。」

震災を経験した獣医師として思うこと

「人が大好き」なわんちゃんが
避難所を明るくしてくれました。
ペットと一緒に避難する「同行避難」が多かった

災害が起こったら、ペットと一緒に避難する、ということが同行避難です。

自治体によっては「ペット同行避難ガイドライン」を設けているところもあります。

　仙台市では想定される地震対策として獣医師会などと共に『地震の起きるその前に』など、

ペットとの避難マニュアルを5種類ほど作っています。そこでは「動物たちと一緒に避難しよ

う」と呼び掛けています。

　　　「同行避難」という考え方は、平成7年1月の阪神・淡路大震災で、組織的に行われた日本初

の動物救護活動がその礎となって生まれ、平成16年の中越地震を経て確立されました。災害時

に動物を保護する対策本部が、日本で始めて兵庫県動物愛護センターに設立され、全国に広ま

りました。

　同行避難したペットの居場所も、避難所でのペットの受け入れ、ペット可の仮設住宅、ペッ

ト可の公営住宅の建設へと発展しています。

　現在では宮城県の仮設住宅でも、ペットとの同居が認められています。

　しかし、中には避難所に一緒に入ろうとしたら断られ、やむを得ず壊れた車の中で生活し　しかし、中には避難所に一緒に入ろうとしたら断られ、やむを得ず壊れた車の中で生活して

いた方もいました。飼い主だけではなく社会全体が、同行避難を理解し受け入れなければ、そ

の効力は限られます。

　阿部俊範先生は、各地の避難所などを回った結果、今回の避難の状況には特色があると言い

ます。

　「今回は日頃私どもが主張していた同行避難が、実際に行われた例が多かったと感じていま

す。その意味で、避難の在り方に一石を投じたと思っています。」

　「避難所では、動物と一緒にきた人たちが、集まっている部屋がありましたが、そこはな　「避難所では、動物と一緒にきた人たちが、集まっている部屋がありましたが、そこはなご

やかな雰囲気で明るく、笑顔がありました。知らない人同士が集まる避難所でも、ペットを通

して共通の話題や悩みを持っているので、打ち解けやすいのだと思います。また動物の存在が

いやしになってくれたからです。」

ペットへの理解を広める「しつけ」

石巻市では多くの避難所で、ペットの同行避難が許されていました。しかし自治体が許可して

いても、避難所でペットと一緒にいられるかは「しつけ」ができているかどうかが大きく関

わってきます。

　「きちんとしつけができていれば、飼い主と一緒に長く避難所にいることができ、周りの　「きちんとしつけができていれば、飼い主と一緒に長く避難所にいることができ、周りの人

にも愛されます。そうでない場合は、避難所を立ち去らないといけなくなるケースもありまし

た。厳しいしつけはいらないんです。人が大好き、名前を呼ばれたらすぐに来れること、オス

ワリ、フセ、マテ、などの基本的なことができていること。いつどんな時でも、人とコミュニ

ケーションがとれるように教え伝えていくこと。家族の一員、さらには共に生きる社会の一員

として、互いを思いやれる関係に育てはぐくむことが大切です。」



充実したボランティア生活だったと語る

三代川祥也先生

獣医師による健康診断。

咳をしている犬を路上で診察しています。

「診察室ではきちんと心音を聞いて血圧や超音波検査をし

ないと詳しい診断はできないけど。」

午前と午後のお散歩午前と午後のお散歩

命を失ったペットたちのために

　「地震直後、自分だけで逃げてきたことに気付いて、あわててペットを連れに自宅へ戻っ　「地震直後、自分だけで逃げてきたことに気付いて、あわててペットを連れに自宅へ戻って

津波に遭った人も多いです。抱きかかえて無我夢中で逃げて、財布も大事なものもみんな落と

して、ペットだけが残った人もいます。また震災当日の夜、あちこちからワンちゃんの悲鳴が

聞こえたそうです。犬も悲鳴を上げるんだとその当時初めて聞いたけど、明け方になったら静

かになっていたといいます。助かったペットはごく一部です。率では人間以上の死亡率だった

かもしれません。」

　「震災後、電気が来たのは16日目、水道は23日後、ガスに至っては50日後。その間は、満　「震災後、電気が来たのは16日目、水道は23日後、ガスに至っては50日後。その間は、満足

な治療もできず亡くなっていきました。ほとんど手遅れです。そういう理由から、このシェル

ターの役割が終わった後には、慰霊塔を建てようと言っています。」

石巻救護センター長の早

坂敬先生

震災後は、ちょうど手術震災後は、ちょうど手術直

後。急いで犬猫たちを車に乗

せ、自宅に避難しました。津

波で病院は1.5ｍも海水に浸か

り、医療器具のほとんどが使

い物にならず、病院を閉める

ことも考えたが多くの励まし

で再開を決意。で再開を決意。

石巻獣医師会のメンバー

の1人、遠藤晃先生

病院は津波の「最終到着点病院は津波の「最終到着点」

だった。被災時、猫の避妊手

術が終わった直後。1階まで水

に浸かり、外に出ることもで

きなかった。停電・断水時

は、診療時間を短縮しながら

も診療を続けてきた。



石巻獣医師会の

阿部俊範先生

「動物連れの避難所は明るいん

ですよ。癒し効果ですね。」

渡波小学校では同行避難が行われていました。 仮設住宅をまわり、診察やしつけ相談を行っています。

山下貴之さん
仙台市在住
　救護センターでインフラ担当。石巻には多く　救護センターでインフラ担当。石巻には多くの
友人がいて、被災した方や今も連絡がつかない方
もいるそうです。「石巻のために何かしたいと思
いました。最初は瓦礫撤去などを手伝いしていま
したが、4月20日からここを手伝っています。毎
朝6時に仙台から通っています。前は動物アレル
ギーだったけど、今は犬については大丈夫になり
ました。」ました。」

渡辺洋奈さん
名古屋市在住
　3日前に休みが取れたので、夜行の高速バスで
やってきたそうです。石巻は初めて、ボランティ
アも初めてです。
「ネットで保護している人を見て、手伝いたい「ネットで保護している人を見て、手伝いたいと
思いました。今はバンガローで寝袋で寝泊りして
いますが快適ですよ。人間関係が良くてうれし
い。みんな目的が一緒なので、問題があっても何
とかなるんです。」


